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11月の休館日　１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪

幼児から参加できる楽しい工作会を行います！
時間　①10：00～  ②11：00～  ③13：00～  ④14：00～  ⑤15：00～
定員　1回10人程度（先着順）
料金　1人100円
※申込不要（当日、窓口でチケットをお求めください。）

【スライムを作ろう】
開催日　11月3日㈷
内容　洗濯のりでスライムを作り、ふしぎな性質を体感しよう。

【紙コップとストローで３種の輪器を作ろう】
開催日　11月23日㈷
内容　�糸巻き戦車、コケコップ、ストロースクリューを作ります。

科学センターで月の直径の約98％が隠れる大部分月食を観察しま
しょう！
※月の高度が低いため、大型望遠鏡での観察は行えません。
日時　11月19日㈮　17：00～20：00
　　　※悪天候の場合、中止になる場合があります。
対象　どなたでも（中学生以下は保護者同伴）
定員　60人（先着順）
申込方法　�10月31日㈰　9：30から電話またはホームページにて

お申し込みください。
料金　1人100円、幼児無料

●特別観望会「大部分月食を見よう！」「大部分月食を見よう！」

おもしろ科学実験 プラネタリウム 天体観望会など

有料・要予約

●かんたん！ わくわく工作 かんたん！ わくわく工作 

　今年11月19日は満月の日に当たりますが、宵の口に
東の空を見ると月が半分近く欠けた状態で姿を現します。
これは地球の影によって月が欠ける〝部分月食〟が起こっ
た状態で、今回は月の直径が最大約98％欠ける予定で
す。当日は月食の状態が最大となる18：03頃には、欠け
た部分が皆既月食のように赤銅色（しゃくどういろ）に染
まって見えることでしょう。なお19：47頃には元の満月
へと戻ります。今回は東の低空で見えるため、なるべく
東の空が開けた場所で観察すると良いでしょう。� 　　
　　　　　　　　　　　　　　　    （今村和義・著）

11月19日部分月食のイメージ
（2018年皆既月食より）

第８回 あなん星空コラム第８回 あなん星空コラム

有料・当日窓口




